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３ 番 和  田   皆様、おはようございます。それでは、一般質問をさせていただきます。 

受付番号１番、質問議員３番、和田成功。 

件名「災害に強い森林整備を」。 

森林は、土砂災害防止機能も含めた多様な機能を有することから、従来か

ら「緑の社会資本」として知られておりますが、当町においても近年の豪雨

災害に象徴されるような山地災害が多発しており、早急に森林の土砂災害防

止機能を高度に発揮できるようにすることが山間地域の減災に寄与していく

ためにも必要であると、改めて認識しているところであります。 

このため、当町として森林の持つ土砂災害防止機能を高度に発揮できる森

林整備におけるビジョンを明確に示し、今後の森林づくりに反映させる必要

があると考え質問します。 

１．神奈川県では、平成18年に「未来につなぐ森づくり－かながわ森林再

生50年構想－」を掲げ、森林整備に取り組んでいるが、当町としても中長期

的なビジョンを明確に示し、森林整備に向けて積極的に取り組む必要がある

と思うが。 

２．神奈川県や関係機関等と連携し林業の担い手育成を推進していると思

うが進捗状況は。 

３．第５次総合計画にある林業の振興についての進捗状況は。また、取組

から見えてきた課題についてどのように捉えているのか。さらに、その課題

に対し、今後どのような施策を考えているのか。 

４．森林環境譲与税の使途についての成果は。また、今後の計画は。 

以上。 

議      長   答弁願います。 

町長。 

町      長   それでは、和田成功議員から「災害に強い森林整備を」についての御質問

をいただきました。 

初めに、１点目の御質問の「神奈川県では、平成18年に『未来につなぐ森

づくり－かながわ森林再生50年構想－』を掲げ、森林整備に取り組んでいる

が、当町としても中長期的なビジョンを明確に示し、森林整備に向けて積極

的に取り組む必要があると思うが」についてでありますが、かながわ森林再
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生50年構想は、水源の森づくりを核にして、「広葉樹林の再生」「人工林か

ら混交林への転換」「人工林の再生」を図り、神奈川県内の森林全体につい

て再生の方向と目指す姿を示したものであります。 

また、町でも第５次総合計画後期基本計画に位置づけ、林業の振興として、

水源の森づくり事業の推進を掲げ、水源環境保全・再生市町村補助金を活用

し、計画的に町有林及び私有林の整備を進めるとともに、林業基盤の整備と

林業の活性化を図るため、林道や作業路網等の整備や間伐材の活用支援、さ

らに森林ボランティアの育成や活動支援を行うとしております。 

このように町では、県の構想と整合を図り、10年間を計画期間とする山北

町森林整備計画により、森林整備の基本方針を定め、森林区分や区域の設定、

森林整備の考え方や目標を明確に示し、今後の森林整備に向けて積極的に取

り組んでまいります。 

次に、２点目の御質問の「神奈川県や関係機関等と連携し、林業の担い手

育成を推進していると思うが進捗状況は」についてでありますが、神奈川県

では、平成21年度から林業の担い手を育成するために、「かながわ森林塾」

を実施し、県内の林業会社や森林組合などへの就職希望者に向けた研修を行

っております。 

これまで修了者196名のうち136名の方が林業関係に就職が内定したという

ことで、山北町民の方は４名就業していると聞いております。 

さらに神奈川県森林組合連合会では、林業関係に就職された方を対象に講

習や研修を行い、キャリアアップを支援する「緑の雇用」事業を実施してお

りますので、これらの事業と広報・啓発活動や情報共有などにおいて連携を

図り、活用を促進してまいりたいと考えております。 

次に、３点目の御質問の「第５次総合計画にある林業の振興について進捗

状況は。また取組から見えてきた課題についてどのように捉えているか。さ

らに、その課題に対し、今後どのような施策を考えているか」についてであ

りますが、第５次総合計画後期計画における林業の振興の進捗状況を申し上

げますと、水源の森づくり事業の推進につきましては「第３期かながわ水源

環境保全・再生実行市町村５か年計画」に位置づけた町有林・私有林整備事

業は、おおむね計画どおりの進捗であると認識しております。 
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また林業基盤の整備と林業の活性化につきましては、森林環境譲与税を活

用し、林道・作業路網等の整備を行うとともに、間伐材搬出奨励金制度を新

設いたしました。 

さらに、多様な森林利用の推進として、共和のもりセンターを活用した都

市住民との交流への支援や森林ボランティアの育成や活動支援にも取り組ん

でおり、最近では、新たな都市交流先や企業による森林ボランティアへの協

力などの事業展開も見受けられます。 

こうした取組の中で課題として浮かび上がるのは「担い手・人材の確保」

であると思います。 

先ほど、「かながわ森林塾」や「緑の雇用」との連携を図ってまいりたい

と申し上げましたが、本町が持つ広大な森林を整備し活用していくには、ま

だまだ担い手・人材は十分ではありません。 

今後も継続的に様々な交流事業や啓発事業を積極的に実施していくことで、

都市住民や地域の子どもたちが森林に触れ合える機会を増やし、森林に携わ

る担い手の裾野を広げていくことが大切ではないかと思っております。 

次に４点目の御質問の「森林環境譲与税の使途について成果は。また今後

の計画は」についてでありますが、森林環境譲与税につきましては、令和元

年度に交付が開始され、令和３年度までに合計3,360万6,000円が交付され、

沢見沢林道等の林道改良工事や間伐材搬出奨励金、ナラ枯れ被害木伐採工事

等の費用に充当いたしました。 

また、来年度につきましても、1,754万3,000円の交付が見込まれ、継続し

て事業に取り組むとともに、新規に川村小学校の児童を対象にした森林体験

学習事業などを計画しております。 

議      長   ３番、和田成功議員。 

３ 番 和  田   それでは、再質問させていただきます。 

まず初めに１番の長期的な中長期的なビジョンを示すことが必要ではない

かという質問に対して、町では、10年間を計画期間として、山北町森林整備

計画等もあるというところで、手元に山北町森林整備計画というのがあるん

ですけど、10年刻みでやるっていけなくはないんでしょうけど、もっとその

先30年、50年先の山北町の森林をどうしたいかという、そのためにこの10年
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どうするか、その先の10年どうするかというのを示していくことによって、

町民の方がそういう山をつくるために協力してくとか、そういうふうな思い

が出てくるのかなといったところでこういう質問させていただいたんですけ

ど、計画は10年刻みですけど、町長として例えば30年、50年先の山北の森林

をこうしたいんだ、ああしたいんだというような思いがあれば、お聞かせ願

いたいと思います。 

議      長   町長。 

町      長   おっしゃるように、まず森林整備については、皆さん、御案内のように数

十年にわたって林業者、民間の特に所有者でございますけども、山に手を入

れなくなってしまった。これが数十年、実際に行われてしまったということ

で、今まで間伐とかそういったものが行われない時期がかなり長く続いてし

まいました。それによりまして、森林が細くて長いもやしのようという表現

がいいかどうか分かりませんけども、そういった中でゲリラ豪雨であるとか、

そういったものに非常に弱くなってしまった。県のほうもそういったことを

憂慮しまして、水源環境保全税を使って間伐等を非常に一生懸命やっていた

だいて、ここの10年ぐらいはそういった意味では、非常に間伐が進んでいる

んではないかというふうに思っておりますけど、私は基本的には放置した期

間と再生する期間というのは同じ時間がかかってしまう。30年放置すれば、

30年かかるというふうに思っておりますので、これからもそういった意味で

は、積極的にそういった森林の整備保全というのは非常に大事なものだとい

うふうに考えております。そういった中では、どのように森林整備をやって

いくか。それには、やはり相当長い年月をかけて、それらをやっていかなけ

ればいけない。 

そして、林業というのは、非常に今外国産の木材であるとか、様々な条件

によって、非常に採算性が取りにくい事業になっております。そういった中

では、この森林を林業はもちろんですけど、林業以外に活用できないかとい

うことで、今そういった方法が取れないかということで、私の中でそういう

考えが実際にございます。 

多分、遠藤議員の次の質問のときには答えさせていただけることになると

思いますけども、そういった意味では、森林をぜひとも林業だけでなくて、
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森林の持つ様々なものを、ぜひともこれから将来の子どもたちにつなげてい

けるような、そんなようなことをしていきたいというふうに思っております。 

議      長   和田成功議員。 

３ 番 和  田   今、町長の答弁で町長の考え、想いというのは、理解させていただきます

けれど、県でやっているものだと、やはり水源涵養機能を充実させるという

趣旨がおおむねそういうことなんでしょうけど、山北町民としてみれば、そ

こが土砂災害防止機能、重複する部分はあると思うんですけど、そっちを重

視して取り組んでいただいたほうのが山北町民として、安心・安全のまちづ

くりを進めているんであれば、そういったところでＳＤＧｓでもある、住み

続けられるというようなところで災害防止機能を十分に発揮できるような山

をつくっていかなければ、山間地域等で住み続けることが難しいといって、

また土砂災害等起きた場合、また河川が氾濫したりとかというのも増えてく

ると思うんですけど、そうすると山間地域に住んでる方だけじゃなくて平地

というか、こちらに住んでるような方でもやっぱり被害を被ったり、水源が

やられて町内で断水したりとかという、やっぱり山に住んでる人だけではな

くて町全体の問題、課題、町民全体で解決していかなきゃいけない課題だと

いうふうに認識してもらう、町民に理解してもらうためには、やっぱり明確

なビジョンをきちんと示して、そして本当に皆さん、町民みんなで山に関わ

っていく、そういう整備をしていかないと、やはり森林整備というのは進ん

でいかないのではないかというところで。 

町長の先ほどの回答の中で、30年かけて荒廃した山は30年かけて直さなき

ゃ元には戻らないと。以前、山のプロとというか、ベテランの方が、いや、

山北の山は50年かけて今の状態があるんだと。これを元に戻すんだ、昔の強

い山に戻すなら50年、いや100年かかるかもしれない。結果が出るのが50年、

100年先だとしても、それ結果が見えづらいですけど、だからって問題を先送

りしていい問題ではないと。なるべく早く次世代に負の遺産として残さない

ように、今からもう始めて、積極的に始めて取り込んでいかなきゃいけない。

そういったところで普及啓発活動等もしていると思うんですけれど、もう少

し町民全体、町全体の課題なんだよというのを町民皆さんに理解していただ

くためには、やっぱり町長が発信すべきかなと思うんですけど、その辺につ
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いては、どうお考えでしょうか。 

議      長   町長。 

町      長   森林全体についての考え方とそれから和田議員が今おっしゃるような災害

を防ぐというような問題とは若干似ているようでちょっと違うというふうに

思ってます。 

まず、山北の特性としては、土砂災害に関しては、やはり人家があるとこ

ろ、人家の裏側に森林がある場合に、そこをやはり強化しなければいけない

ということは、一番先にやらなければいけないことだというふうに思ってお

ります。 

そして、そこから人家があまりないところについては、やはり根本的なと

ころを徐々にやっていくしかないんだろうというふうに思ってます。 

私も高校、大学のときにうちのおやじに連れられて植林をしました。その

ときは、苗木を持って山に入ると、当然草がぼうぼうのところに植えていっ

て、その後、下刈りを何年かの後にやっていった。そういうような状況でご

ざいましたけども、今は全く違います。もうほとんど下草がない。あるいは

鹿とかに食われてしまって、ほとんどクマザサも何もない状態になっており

ます。そういったところで、自分の山を見てみますと雨が降ったときだけ沢

が出て、そして植林した木の根元がほとんどあらわれてしまってると。ふだ

んは雨が降りませんが、そこは沢にはなっておりませんけど、雨が降るとそ

こに沢路ができてますんで、当然下がえぐられて木が倒れると。そして倒れ

た木は何年かすると枯れたり何かして、また次の雨のときに下に流されて川

に行くというような、そういうふうな災害の手順にというんですか、そうい

ったようなことが一番多くなってるんだろうというふうに思ってます。 

そうしますと、それを解決するには、そのえぐられた沢のほうで止めなけ

ればいけない。これは非常に大変な作業だというふうに思いますけど、順番

としては、私の家の裏にも普通の沢があるんですけど、その沢の上流部へ行

くとゲリラ豪雨で沢の両側に植えてある杉とか、ヒノキが全部えぐられて倒

れちゃってると。そういうのが実際のところです。 

じゃあ、それが倒れる前に切ったり、あるいは何かほかの方法で止めると

いうことが、大概今のところですと保安林になってしまって、伐採ができな
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い。そういったような状況もございます。 

ですから、災害のために森林をやるときには様々な人家に近いとか、ある

いは、そういったような沢水であるとか、あるいはそうでないところとか、

様々な条件によってやり方が変わってくる。しかも、それが長期にわたって

考えていかなければいけないということで、基本的には、まずそれらの事業

はやらなければいけないことはもう誰が考えても明白だと思います。 

しかし、小さな町でそれを単独でずっとやっていくことは非常に難しい。

やはり、それには大勢の方の協力、森林ボランティアも含めて、大勢の方が

やっぱり林業という取組だけではなくて、森林を保全するという、そういっ

たような目的のために里山のような形で入っていただくことが私は重要では

ないかというふうに思っておりますので、ぜひそういったようなことを一番

の私の課題として取り上げさせていただいて、今後も続けていきたいという

ふうに思っております。 

議      長   和田成功議員。 

３ 番 和  田   町長の答弁で町長の考えや課題について把握されてるということは理解い

たしました。 

それで令和元年ですか、12月に似たような一般質問をさせていただいたと

き、人家周辺の整備というのを喫緊の課題であるというふうに御答弁いただ

いたんですけど、その後その辺の整備についての進捗状況等については、ど

ういう状況でしょうか。 

議      長   農林課長。 

農 林 課 長   人家周辺という形で、我々の農林課では当然雨が降ったり、あと定期パト

ロールに合わせて、または地域の方から今の町長の答弁にもありましたけど

も、例えば山の奥のほうでどうも崩れてるような箇所があるとか、そういう

御連絡が入った場合、または我々が現地で確認したときは、先ほどからお話

にある山が崩れてるとか、そういうことについては県の治山事業で基本的に

は対応する形になっております。 

その崩れ方とか、その規模によって専門的な見地が必要でございますので

直ちに県の治山課に連絡をさせていただいて、我々の農林課の職員と県の職

員とで必ず現地に赴くようにしております。そうして仮に対応が必要になっ
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た場合には、当然県のほうで、事業化、予算化はさせていただくようになっ

ております。 

また、例えばそういう規模がそれほどでもないということになりますと、

なかなか県のほうで事業化ができない場合も多うございますので、そういっ

た場合は、町でできる範囲で、例えば柵を作って初期の土砂崩れを防ぐ工事

であるとか、こういうものをやっておりまして、なるべくその崩れ等が大規

模にならないような形で処理をしているのが近年の状況でございます。 

議      長   和田成功議員。 

３ 番 和  田   今お答えいただきましたけど、治山事業となると予算も大分かかるんで、

町独自でやるのはなかなか難しいというところで県と連携して取り組んでい

られると。今後も引き続き取り組んでいただいて、町民が安心・安全に暮ら

せるそういうまちづくりのために御尽力いただきたいかなと思っております。 

続きまして、２番目の質問の林業の担い手というところで答弁書のほうで、

山北町民の方４名が就業されていると。４名されたんだ、いいなというよう

な思いはあるんですけれど、実際４名で山北のこの広い森林整備、足りると

は思えないんだよ。今後もこの就業されると林業に携わる方というのを増や

していかなきゃいけないというところで町独自でも、人材育成というのも取

り組んでいかないといけないんではないかと思うんですけど、そういったと

ころの考えはございますでしょうか。 

議      長   町長。 

町      長   はい、おっしゃる通りに、林業と取り巻く産業というのが、非常に多種多

様というんですか、になっております。そういった中で、特に今回それとは

直接は関係ないんですけど、災害時協定を結ばせていただいたときに感じた

ことでありますけども、やはり公共の周りの例えば森林組合同士を、県の連

合会もございます。そういったところとタイアップして、一緒になって、そ

ういったことを解決していくということが一つ可能性としてはあるんではな

いかというふうに思っておりますので。単に林業者がどこどこに何人いたと

いうようなことでなくて、やはりその協力できる団体としてお互いに協力し

ていく。それがひいては森林を保全したり、そういったことにつながるんで

はないかというふうに思っておりますので、そういったことをぜひこれから
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進めていきたいというふうに思っております。 

議      長   和田成功議員。 

３ 番 和  田   今、町長の答弁のほうで森林組合というような言葉が出てきましたけど、

現状、町と森林組合連携という、現状どのような連携が取れているのか。私

として考えて、もう少し連携してるんであれば、連携強化というのをやって

いかなきゃいけないし、民間も交えて、もっと連携体制を強化していくのが

山北の林業に関する課題の一つでもあるのかなと感じていますけど、その辺

について、どうでしょうか。 

議      長   農林課長。 

農 林 課 長   まず森林組合との関係ということでございますけども、確かに、例えば伐

採の工事があった場合に一つの林業業者として、森林組合と契約を結んで作

業をしていただくという、そういう一面はございますので、それはそれとし

て一つの林業を行っていただける団体という扱いがございますけども、先ほ

ど申し上げました例えば森林地域で山が崩れてるというようなことについ

て、一般の業者さんは作業されているだけでございますけども、森林組合の

職員の皆様は、もしそういう場面に出くわした場合、直ちにそのことを役場

のほうに御連絡していただいたり、または現地を案内していただいて、先ほ

どの山が崩れてるとか、道に土砂が出ているというようなことについて、ま

たは、それの対処方針、そこは柵を作ったほうがいいとか、こうやったほう

がいいんじゃないかというような御提案も含めて、農林課のほうにお話をし

ていただけますので、そういう災害防止に関してもかなり早い段階で対応が

できるなど、連絡調整をふだんから取らせていただいておりますので、ただ

の林業業者さんというわけではなくて、森林の保全に関して役場との連携を

密にしていただきながら、そういったものが起きないような形で動いていた

だいているというか、ある種林業の専門家でございますので、かなり助言等

もいただいているような状況でございます。 

議      長   和田成功議員。 

３ 番 和  田   今の答弁で森林組合と情報共有等、情報をいただいてるといったところで、

先ほども言いましたけど、民間業者、林業者についても積極的に情報共有が

できるような、そういう協議体ではないですけど、そういったものをつくっ
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て情報共有をきちんとして、積極的に森林整備なり災害防止というところで

活用していくことが必要ではないかと思いまして、そういったところで新規

事業や次世代育成等を考える協議会等を設置して、今後進めていくのも一つ

の案かなと思うんですけど、その辺についてはどのようにお考えでしょうか。 

議      長   町長。 

町      長   まだ具体的なことは申し上げられませんけども、ちょうど南足柄森林組合

長が話に来たいということで、町の森林業者数名も、それにまた情報共有を

するというふうに伺っておりますので、どのようなことができるか、実際に

お会いして、そして町でも森林組合、あるいは林業業者と一緒になって計画

をこれからつくっていければいいんではないかなというふうに思っておりま

す。 

議      長   和田成功議員。 

３ 番 和  田   今後、そういうことをやっていかれるということで期待しておりますので、

積極的にスピード感を持って進めていただきたいと思います。 

やっぱり官民連携というのは、やっぱり大事なことで、町民も含めてやっ

ぱり協働のまちづくりというのを掲げてる当町としては、そういったことで

町全体で森林整備じゃないけど、山に関わっていくと。こういうことがやっ

ぱり大事にではないかと。それを続けていくことによって、安心・安全のま

ちづくりにもつながってくるのではないかというふうに考えておりますので、

その辺は町の考えと私の考え一致してるのかなというところで、今後も積極

的にスピード感を持って取り組んでいっていただきたい。今後に期待してお

りますので。 

それでは、続きまして、３番の第５次進捗状況についてでございますけれ

ど、先ほどからよく出る森林ボランティア育成というところなんですけれど、

その辺の現状、ちゃんと森林ボランティアが育成されているのかどうかとい

うところ、取り組んでいられるのは承知しておりますが、その辺の現状をど

のように把握されているか、御説明願います。 

議      長   農林課長。 

農 林 課 長   森林ボランティアに関しましては、先ほど、ソフト事業として、森林ボラ

ンティア事業ということで展開してるのは御存じだということでございま
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す。 

ただし、昨今のコロナ禍の関係で、ここ数年に関しては、なかなか実施は

できていないんですけども、毎回１回十数名の方に参加していただきながら、

まず町と、あと県が主催する森林ボランティアの実施が行われています。 

それとは別に民間の団体の方が山北町内で伐採、間伐や枝打ち等の活動を

されたいということで、町とか、県とは別の民間の、一般の民間の団体の方

の活動、または、先ほど答弁でもありましたけども、企業がボランティアを

行うというよりは、そのボランティア活動に対しての協力をしたいというよ

うな申出等が最近出てきておりまして、例えば何か企業の製品の提供であっ

たり、金銭的な経済的な提供であったり協力であったりという形で、ただの

ボランティアを開催するだけではなくて、そういった町内の企業さんとの連

携何かも最近生じてきてございますので、これよりも今までよりもそういっ

た広がりを持った形で森林ボランティアを今後も進めていきたいと考えてお

ります。 

議      長   和田成功議員。 

３ 番 和  田   今後も積極的に続けていっていただきたいと思いますけれど、第５次総合

計画の中に木質バイオマスを活用した事業を検討しますという項目がありま

すけど、以前から再三いろんな議員が質問されてるとは思いますけど、現状

の進捗状況というのがあれば、御説明願いたいと思います。 

議      長   環境課長。 

環 境 課 長   今現在、山北町では再生可能エネルギー検討会議というのを立ち上げまし

て、その中で今優先的に町有施設２か所の木質バイオマスボイラーの導入に

ついて、一応検討しているということでございます。 

進捗状況でございますけれども、現在実際に町内の町有施設２か所に具体

的にどのようなボイラーが入るのかですとか、配管の状況、また費用対効果、

こういったところを委託業者のほうにお願いをして、今、事前の調査をさせ

ていただいてるところでございます。こちらの報告が議会終了後の３月中旬

ということで聞いてございますので、そういった基礎的な事前調査の結果を

踏まえながら、実際に具体的に今後どのような形で導入ができるのかどうか

というのを進めていきたいというような考え方でいるのが今の現状でござい
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ます。 

議      長   和田成功議員。 

３ 番 和  田   木質バイオマスの利用ですか、その辺、積極的に検討されていると少しず

つではあるけれど、前に進んでいるというような状況だと思うんですけど、

今後も継続的に進めていただいて、また森林と、やっぱり森林で間伐、切り

捨て間伐等が出て、そこの有効利用というのは、やっぱり必要になってくる

のかなというところで、その辺が連携して、事業として進めていっていただ

くには山北としては、有効な手段ではないかというふうに考えておりますの

で、今後も引き続き取り組んでいただきたいなというふうに考えております。 

それでは、４番の森林環境譲与税についての再質問をさせていただきます

けれど、令和３年度の費用予算の中で、ナラ枯れ被害木伐採工事というとこ

ろに充てられたというふうに書いてありますけれど、先月２月の22日と24日

このナラ枯れで伐採、切り捨てられたものを議員、有志が中心となって町の

職員の方の協力、地域の方の協力を得まして、山北の各幼稚園、こども園、

保育園でシイタケ菌打ちを実施させていただきました。 

この辺は連携が取れて、何とか無事に終わったんですけど、町長もこども

園のほうへ見に来られてくださったし、岸幼稚園のほうには、教育長も顔を

出していただいてありがたいなと。まさに議員ではないけれど、職員と地域

の方が一体となって、次代を担う子どもたちに山北らしい体験をさせてあげ

たい。させることができた。また、それがシイタケ菌ということで食育にも

つながる。 

実際、園児がシイタケ菌を打つときに見られたと思うけど、笑顔で楽しそ

うにやっていた。こんなことならもっと早くやらせてあげたかったなという

ところで、やっぱり情報共有だったり連携だったりというのがあったから、

今回実施ができて、無事に何とか終わってというところがあるんですけれど、

そういう町でも言ってる協働のまちづくりというところにも合致するなと。

そういったところで今後もこういう活動を広げていくことによって、森林に

関わっていくという、木に触れていく、山に関わる、そういったところを山

に興味を持たせるじゃないですけど、そういった活動、体験というのを今後

の担い手育成ではないですけど、山に関わっていく人を増やすというには有
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効なことなのかなと考えておりますけど、その辺、町長はどのようにお考え

でしょうか。 

議      長   町長。 

町      長   おっしゃるとおり、森林環境譲与税については森林がこれだけありますけ

ど、人工的な算定とかありまして、決して満足のいくような金額をいただい

てるわけではないですけど、その金額云々よりも、やはり今言ったようなナ

ラ枯れ材を使ったシイタケとか、そういったことをやられることによって、

皆さんの関心が高まる。今は、最初は確かに山北町の保育園、幼稚園という

ようなところでしょうけど、これがさらに広がっていけば、都市部のそうい

った人たちも関心を持って来ていただけるとか、あるいは興味を持って注目

していただける、そういったようなことによって、当初の森林環境譲与税の

目的というのが少しずつ広がっていくんではないかなというふうに思ってお

ります。 

本来、私も最初から村上市の板垣議長さんが森林環境税の旗振りをしてお

りましたので、最初からいきさつは知っておりますけど、当初は森林を持っ

ているところに譲与税をということで申し上げたんですけど、それがなかな

か人口の計算とかでそういうのが入って、なかなか金額的にはこのような金

額になってしまったんですけど、しかし、やはり森林を持っている、いろい

ろな水源であるとか、あるいは様々な動植物、そういったようなものを含め

たところで子どもたちにそういったものを見せていく、体験していただくと

いうのは、非常に大事だというふうに思いますので、ぜひそういったような

思いも積極的に森林環境譲与税を使っていきたいというふうに思っておりま

す。 

議      長   和田成功議員。 

３ 番 和  田   今回のですね、来年度の新規事業で、川村小学校児童対象に森林体験学習

授業というふうなことが書いてありますけれど、この辺について、御説明願

います。 

議      長   教育長。 

教 育 長   それでは、来年度から川村小学校児童対象にした森林体験学習ということ

で、元は森林環境教育を重点的に取り組んでいきましょうということで、教
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育大綱に平成31年策定したその中に書かれているのを具現化するということ

で準備を進めてきたところでございます。 

そういった中、森林環境教育の中、これまでも取り組んできたわけなんで

す。小学校３年生では、三保に行ってホウキ杉を見学したり、あるいはダム

の見学とかそういった活動をしておりましたし、４年生では、小田原市の山

王小学校と酒匂川の上流下流のそれぞれの特徴を生かしたものを学んでいこ

うという、そういう県の事業もございまして、それに参加したということ。

かつては、三保小学校と山王小学校だったんですけども、昨年からは、川村

小学校と山王小学校ということでの交流事業を進めております。 

それに今度、環境贈与税をさらに活用しようということで、農林課といろ

いろ連携をして、２年生の生活科という授業がございます。その中で町体験、

あるいは秋探しということで、例えば共和地区に行って、どんぐりの実を探

したり、あるいは秋の自然を楽しんだり、あるいはいろんな自然物を使った

遊びを体験するとか、そういったことを一つ計画してございます。 

さらに５年生では、国土の自然とともに生きるという社会科の授業がござ

います。それに基づいて、ゲストティーチャーを呼んで、森林についての学

んだり、あるいは実際に共和地区に足を運んでフィールドワークでいろんな

間伐体験ですとか、いろんな体験を児童のほうにするというような形で進め

ていこうということで、さらに２年生、５年生にそういう体験活動をやって

いこうということで計画して、年間指導計画の中に位置づけて、今進めてい

るというところでございます。 

先ほど、小学校３年生と４年生、既にやっていたということで、絵につい

ても、今回ホダ木づくりを体験しましたけども、それまでも丸太を園庭に置

いてバランス感覚を養ったりとか、丸太で遊んだり、あるいは枯れ葉を集め

てそれに飛び込んだり、その枯れ葉と一緒に遊んだりとか、そういったこと

やってましたし、中学生においても自然に、災害に強いまちづくりという、

そういった単元とか、あるいは森林の重要性、そういった項目がございます

ので、それに基づいて、山北町の状況そういうことを学習しながら、そうい

った面でのところを育んでいくというところで取り組んできたわけです。 

ですから、さらに、その辺のところをフィールドワーク等を通して、さら
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に充実した森林環境教育を積極的に進めていきたいというふうに考えてござ

います。 

議      長   和田成功議員。 

３ 番 和  田   今の教育長の答弁、よく理解しました。来年度からゼロ歳から15歳の一貫

教育保育というのも始められると思うんで、その中でそういった活動、山北

の特色を生かした教育、保育というのに森林等の体験、山に触れる、木に触

れるというような活動が多く盛り込まれることを期待しております。 

先ほどから森林環境譲与税についてのことであれなんですけれど、先ほど

も町長が言ってました人口割とかで配分で都市部に多くいってしまう。現状

令和２年度で山北が1,364万で、横浜市に関しては３億195万3,000円、川崎市

で１億2,071万4,000円と、大分都市部に流れてというか、配分されていると。

山北1,364万円ですか、これが多いのか少ないかといったら、森林整備に充て

るにしては、全然少ないだろうというところで。やはり、先ほどから言って

いる体験プログラムとか、森づくり体験プログラムとか、あと植樹や間伐等

のプログラム化して、自然体験学習みたいなものを行政と地域、もしくは民

間と連携を強化して、プログラムをつくって、その都市部の子どもたちに自

然環境教育の一環として、山北で体験してくださいというような取組ができ

れば、また、そこで町長がよく言ってる関係人口、交流人口を増やすという

ところではいい取組なのかなというところがあるんで、その辺は、民間やそ

の地域に任すのもいいのかもしれないけど、やっぱり行政も一体となって、

そこを取り組んでいろんなところに関係する自治体等に広報をして、町がバ

ックについてるとならば、相手も安心して来れるというところもあるような

んで、そういったところを積極的に進めていていただいて、都市部に流れた

森林環境譲与税を山北に引っ張るような、そういうことをやり続けることに

よって、交流ができて、人の流れも変わるでしょうし、また都市部では木材

を使うというために基金等にためているようなので、県内産の木じゃなくて、

山北産の木を使おうと、そういうふうな流れにもなってくるというふうに思

うんで。そういうところを積極的に進めていっていただきたいなと考えてい

るのですけれども、その辺についてはどうお考えでしょうか。 

議      長   町長。 
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町      長   おっしゃるとおり、森林譲与税ができたときに、真っ先に考えたのは、や

はり都市部の子どもたちに森林教育を山北町でやって、譲与税を使っていた

だけないかというようなことで考えました。そして、実際にそういったよう

なことを横浜とか、川崎の市長あたりに少し話をしたんですけど、実際それ

だけでは、なかなか取組が難しい。うちの町でもどこでもそうですけど、子

どもたちを動かすとなると、教育部局が主体になるということで、そういっ

たような中では、それだけではちょっと押しが弱いなというふうに思ってい

ますので。もっと複合的に関係人口で交流ができるようなことを新たに考え

て、その中で当然森林環境税も使っていただくと。譲与税も使っていってい

ただくと。そういうようなことができないかということで、今そういったこ

とを、次の私の課題として強く考えておりますので、それがうまくいくかど

うかは分かりませんけども、少なくともいろいろな、そこの自治体に合った

ようなことを提案していかなければ、なかなか単純に森林教育は山北へ来て

くださいと言っても、なかなか実際来ていただけないというのが実態でござ

いますので、そういったことを今後積極的に考えていきたいというふうに思

っております。 

議      長   和田成功議員。 

３ 番 和  田   体験でプログラム的なものを積極的に考えていきたいというような前向き

な御回答がありましたけど、やはり行政だけでやると、なかなか面白みのな

い、魅力のないと言ったらあれですけれど、やっぱり民間なり、地域なりの

とか若い人のアイデアというので、プラス山北ならではというところで、ほ

かにはないような体験、自然プログラムというのがつくれれば、セールスポ

イントになるのかな。そうすれば、相手もうまく話に乗ってくるというか、

町を訪れてくれるようなことになるかと思うんで。そうすると、やはり地域

とか民間と行政が連携して取り組んでいくということが必要になってくるの

かなと。だから、その辺、連携強化、連携はされているとは思うのですけど、

もっと強化して、民間活力を十分に使って、よりよいプログラムをつくって、

今後取り組んでいっていただきたいかなと思います。 

時間がそろそろあれなんで、最後に災害に強い森林整備について、いま一

度、町長の思いといいますか、今後に向けて、こうしたいとかというのがあ
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れば、お聞かせ願います。 

議      長   町長。 

町      長   災害については、基本的に山北町、これだけの広大な面積を抱えていて、

森林の特に最近の流れの中では、土砂災害というのが一番考えられる災害で

はないかというふうに思っております。先ほど農林課長のほうが答弁したよ

うに人家に近いところは県のほうと協力しながら進めたいというふうに思っ

ておりますけれども。やはりその中で、近隣の防災協定というのは、町民に

一番安心感を与えるのではないかなというふうに思っておりますので、我々

が持っていないノウハウ、あるいは、また実際に起きてしまったときの避難

したり、あるいはそれを復興するときに、複数の自治体と交流を持ちながら、

人的なもの、あるいは、またノウハウも含めて、そういったものをいただけ

れば、実際に災害を簡単に防げるとは思いませんけども、万が一災害が起き

てしまったときに、復興なり、あるいは避難というようなことについて、町

民の皆さんに安心していただけるような、そんなようなことをしっかりと、

これからも考えていきたいというふうに思っております。 


